
第 6 学年 1 組 社会科学習指導案 
平成 24 年 10 月 19 日（金）3 校時 

場 所  6 学年 1 組教室 
指導者 教諭 石山 雄志 

 
１ 単元名 明治の国づくりを進めた人々 
 
２ 単元目標 
・ 黒船の来航，明治維新，文明開化などとそれらに関わる人物の働きや代表的な文化遺産に関心を持ち，

進んで調べようとしている。 
（社会的事象への関心・意欲・態度） 

・ 我が国が欧米の文化を取り入れつつ，廃藩置県や市民平等などの諸改革を行い，近代化を進めたことや，

それらに関わる人物の願いや働き，代表的な文化遺産の意味などについて思考・判断したことを言語な

どで適切に表現している。 
（社会的な思考・判断・表現） 

・ 黒船の来航，明治維新，文明開化などとそれらに関わる人物の働きや代表的な文化遺産について，文化

財，地図や年表，その他の資料を活用して必要な情報を読み取り，調べたことをまとめている。 
（観察・資料活用の技能） 

・ 我が国が欧米の文化を取り入れつつ，廃藩置県や市民平等などの諸改革を行い，近代化を進めたことを

理解している。 
（社会的事象についての知識・理解） 

３ 指導計画 

   



 
４ 本時の指導（１／７） 

（１） 本時のねらい 
・ 明治維新の改革の大きさに興味・関心を持つ。（社会的事象への関心・意欲・態度） 

（２） 指導にあたって 
  これまで，全国統一を進めた 3 人の武将や江戸幕府のはじまり，参勤交代，鎖国とそれらに関わる

人物の働きや代表的な文化遺産を通して，戦国の世が統一され，身分制度が確率して武士による政治

が安定したこと等について学習してきた。日頃からデジタル教科書（東京書籍）を使用し，「長篠の合

戦の屏風絵」や「参勤交代」，「大名配置」等の資料を大型テレビで提示し，どのように全国の支配を

成し遂げたかを読み取らせたり，自分の考えの根拠を示しながら，発表したりする活動を行ってきた。 
それらを踏まえて，本単元では，「明治の国づくりをすすめた人は，どのような願いや思いで国の仕

組みや社会を変えていったか」について焦点を当てて学習を行っていきたいと考えている。第 1 時と

なる本時では，明治維新の改革の大きさに興味・関心を持たせたい。はじめに，「江戸時代の寺子屋」

と「明治時代の小学校の学習の様子」を比較し，子どものくらしの様子が大きく変化したことに気付

かせ，さらに「日本橋付近の街の様子」の資料から生活全般にわたって大きな変化があったことに気

付かせ，興味・関心を引き出したいと考えている。 
ICT 活用としては，デジタル教科書の「My 教科書エディタ」という機能を使用したいと考えている。

デジタル教科書で使用されている資料の中から，ねらいを達成するために選択した資料を拡大・縮小

して並べることで，掲示資料を容易に作成できる機能である。この機能を活用することで，児童は示

されている資料に集中して読み取ったり，進んで考えたりするような意欲の向上につながるものと考

えている。さらに，この掲示資料を印刷して児童全員に配布することで，ワークシートとしても活用

できることから，児童に読み取る際の視点を与えたり，自分の考えの根拠を示しながら発表させたり

する際に有効であると考えている。また，教師にとっても，授業の準備が大幅に軽減すること，既習

事項の確認に活用できることなどが利点として考えられる。 



（３）指導過程 

主な学習活動 
○指導上の留意点 
●予想される反応 

評価 

１ 掲示された資料の

時代の違いに気付く。 
 

● 江戸時代の寺子屋と明治時代の小学校の絵だ 
○ 児童へ江戸時代と明治時代をする資料のプリントを

配布し，同じものを大型テレビで表示することで，説

明について理解が深まるようにする。 
      （My 教科書エディタ使用） 

 

２ 学習課題をつかむ。 
 
 
３ 江戸時代の寺子屋

の様子の絵と明治時

代の小学校の様子の

絵を比較し，子どもの

くらしの変化に気付

く。 
 
４ 気付いたことを発

表する。 
 
 
 
 
 
 
５ P.106 の明治時代の

日本橋付近の町の様

子の絵や年表から，江

戸時代と変わったと

思うことをワークシ

ートにまとめる。 
 
 
 
６ 気付いたことを発

表する 

 
 
 
○ 迷っている児童には，人物やものなどに着目するよ

うに声掛けする。 
 江戸時代 明治時代 

子ども 

●いろいろな位置にいる 
●いろいろな向きだ 
 
●にぎやかだ 
●それぞれ学習している 

●整列している 
●先生の方を向いてい
る 

●集中している 
●みんなで同じことを
学習している 

先生 

●ちょんまげだ 
●着物を着ている 
●座って指導している 

●髪が現代の人かわら
ない 

●洋服とくつを身につ
けている 

●立って指導している 

部屋 ●机を使っている ●じゅんたん 
●表や図 

建物 ●日本的な建物 ●西洋的な建物 

○ 発表では，大型テレビの映像を利用して，共通理解

できるようにする。 
○ 迷っている児童にはワークシート（My 教科書エディ

タ使用）の日本橋付近の町の絵と P.86～P.88 の江戸

時代の絵を比較するように声掛けを行う。 
＜日本橋付近の町の様子から＞ 
●洋服を着ている ●靴を履いている ●帽子をかぶっている 
●日傘をさしている ●馬車が走っている ●警官がいる 
●人力車が走っている ●西洋的な建物がある 
●髪型が今と同じ ●ガス灯がある 
＜明治時代事始め年表から＞ 
●パンが作られる ●公衆電話が始まる ●新聞が発行される 
●郵便が始まる ●鉄道が始まる ●太陽暦を取り入れる 
●野球が紹介される ●銀座にれんが街が完成する 

○ 発表では，大型テレビの映像を利用して，共通理解 
できるようにする。 

 
 
 
○ 江戸時代と明治時

代の大きな変化に

興味・関心を持って

比較している。（関） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 江戸時代と明治時

代の大きな変化に興

味・関心を持って比

較している。（関） 
 

６ 学習のまとめをす

る 
○ 明治の国づくりをすすめた人々はどのような願いや

思いで国の仕組みや社会を変えていったのか，これか

ら学習していくことを確認する。 

 

評価 
○ 資料から江戸時代と明治時代の変化を捉え，違いについて進んでワークシートにまとめている。 

明治時代になって，くらしの様子がどのように変わったか考えてみよう。 



  （社会的事象への関心・意欲・態度） 
 
 B 概ね満足できるとされる

姿 
A 十分に満足できる児童の

姿 
C 支援を要する児童へ

の具体的な手立て 
社会的事象への

関心・意欲・態

度 

資料から江戸時代と明治時

代の変化を捉え，違いについ

てプリントにまとめている。 

資料から江戸時代と明治時

代の変化を捉え，比較する観

点を持ちながら違いを見つ

け，プリントにまとめている。 

人物や物など比較する

観点を示して，違いに気

付けるように声掛けをす

る。 
 

 


